


九
八
年
―
一

月
の
日
弁
連
第

一

七
回
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

法
曹
一

元
が
テ
ー
マ
で
し
た。

充
実
し
た
討
議
が
行
わ
れ、

法

曹
一

元
に
つ
い
て
の
論
議
が
深

ま
り
ま
し
た
が、

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
か
ら
一

年
近
く
を
経
た
現
在

で
も、

弁
護
士
会
内
に、

重
要

な
点
に
つ
い
て
未
だ
に
意
見
の

不
一

致
が
み
ら
れ
ま
す。

例
え
ば、

．

何
の
た
め
に
法
曹
一

元
を
導

入
す
る
の
か

•

本
当
に
法
曹
一

元
の
実
現
は

可
能
な
の
か

•
一

元
裁
判
官
の
給
源
を
弁
護

士
に
限
る
べ
き
な
の
か
否
か

・

日
弁
連
の
主
張
す
る
法
曹
一

元
と
自
民
党
•

財
界
の
主
張

す
る
法
曹
一

元
は、

同
じ
か

ー、

問
題
提
起

違
う
の
か

等
で
す。

会
内
に
様
々
な
意
見
が
あ
る

こ
と
自
体
は、

日
弁
連
の
リ
ベ

ラ
ル
な
体
質
を
表
す
も
の
と
し

て
何
ら
異
と
す
る
に
足
り
ま
せ

ん
。

し
か
し、

意
見
の
相
違
が

相
互
の
認
識
不
足
や
誤
解
に
基

づ
く
も
の
だ
と
し
た
ら、

討
議

を
つ
く
し
て
認
識
の
共
通
化
を

は
か
る
こ
と
に
よ
り、

そ
の
解

消
に
努
め
る
べ
き
で
す。

日
弁
連
は、

本
年
四
月
司
法

改
革
推
進
セ
ン
タ
ー
内
に
法
曹

一

元
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ、

法
曹
一

元
実
現
の
た
め
に
強
力

な
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す。

そ
の
た
め
に
は、

会

内
に
お
い
て、

実
現
す
べ
き
法

曹
一

元
の
内
容
を
大
枠
に
お
い

て
固
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

元

和

夫

法
曹
一

元
の
本
質

2、

法
曹
一

元
の
本
質
は
何
か

そ
の
討
議
に
さ
い
し、

今
一

度、

法
曹
一

元
の
本
質
は
何
か

を
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
こ

と
が、

小
異
を
捨
て
て
大
同
に

就
く
た
め
に
有
益
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す。

法
曹
一

元
は、

裁
判
官
適
格

者
の
合
理
的
な
選
抜
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
点
に
そ
の
本
質
が
あ
り

ま
す。

田

法
曹
一

元
は、

大
き
な
母

集
団
か
ら
良
質
の
裁
判
官
を
選

抜
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一

っ
で
あ

り、

裁
判
官
適
格
性
の
「
判
断

材
料」
・

「
判
断
基
準
」

．

「
判
断
手
続
」

に
特
色
が
あ
り

ま
す。判

断
材
料
と
し
て
は、

候
補

者
が
一

定
年
数
以
上
裁
判
官
以

外
の
法
律
に
関
す
る
戦
務
に
従

事
し
た
間
に
お
け
る
実
績
(
L

A
W
Y
E
R
と
し
て
の

実
績）
が

重
要
で
す。

実
績
に
対
す
る
定

ま
っ
た
社
会
的
評
価
は、

客
観

的
で
確
度
の
高
い
情
報
だ
か
ら

で
す。判

断
基
準
は、

法
律
専
門
性
・

人
権
感
覚
・

正
義
感
・

共
感
性

（
人
間
的
温
か
さ
）

・

戦
務
に

対
す
る
情
熱
・
バ
ラ
ン
ス
咸
薔兄
・

安
定
性
な
ど
で
し
ょ
う。

判
断
手
続
は、

法
曹
と
一

般

市
民
か
ら
な
る
委
員
会
が
客
観

性
の
あ
る
方
法
で
収
集
し
た
候

補
者
に
関
す
る
資
料
・

情
報
に

基
づ
い
て、

裁
判
官
適
格
性
を

判
断
し、

任
命
権
者
に
適
格
性

の
有
無
を
報
告
す
る
と
い
う
も

の
で
す。

任
命
権
者
は、

こ
れ

を
尊
重
し
て
任
命
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す。

②

こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ

裁
判
官
選
任
シ
ス
テ
ム
は、

ア

メ
リ
カ
に
お
い
て、

伝
統
的
な

選
挙
に
よ
る
裁
判
官
選
任
に
代

わ
り、

あ
る
い
は、

こ
れ
と
併

用
さ
れ
る
制
度
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た。

民
主
性
の
点
で

は
選
挙
制
に
劣
る
と
し
て
も、

よ
り
適
格
性
の
あ
る
裁
判
官
を

選
任
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
優

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す。③

法
曹
一

元
制
度
は、

わ
が

国
の
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム

（
子

飼
い
制
度）

と
比
較
す
る
と、

法
曹
一

元
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り、

必
然
的
に
伴
う
効
用

な
い
し
利
点
が
あ
り
ま
す。

―

つ
は、

選
ば
れ
る
裁
判
官

が、

全
て、

弁
護
士
業
務
な
ど

市
民
に
近
い
所
で
法
律
業
務
に

従
事
し
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
た

社
会
経
験
や
当
事
者
経
験
な
ど

多
様
な
経
験
を
持
つ
人
だ
と
い

3、

法
曹
一

元
に
伴
う
効
用

裁
判
官
選
抜
制
度
と
し
て、

は

る
か
に
合
理
的
で
す。

キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は、

司
法
試
験
の
成
績
と
短
い
修
習

期
間
中
の
成
績
を
判
断
材
料
と

し
て、

適
格
性
の
あ
り
そ
う
な

者
を
判
事
補
と
し
て
採
用
し
ま

す。

そ
の
後
は、

専
ら
0
J
T

（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ）

で
一

人
前
に
す
る
た

め
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す。

判

事
補
は、

原
則
と
し
て
全
員
が

判
事
に
任
命
さ
れ、

ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
事
実
上
行
わ
れ
ま
せ

ん。

従
っ
て、

適
格
性
の
あ
ま

り
な
い
者
が
裁
判
官
と
し
て
定

年
ま
で
峨
に
留
ま
る
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
起
こ
る
の
で
す。
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う
点
で
す。

キ
ャ

リ
ア
シ
ス
テ

ム
で
は、

大
学
を
卒
業
し
た
若

者
が、

い
わ
ば
純
粋
培
養
的
に

養
成
さ
れ
る
の
で、

世
事
に
疎

く、
一

般
常
識
や
人
間
へ
の
洞

察
力
の
足
り
な
い
裁
判
官
が
多

く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す。

こ
う

し
た
成
熟
性
に
欠
け
る
裁
判
官

に
よ
る
裁
判
が
国
民
を
納
得
さ

せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す。

も
う
―

つ
は、

他
の
戟
業
経

験
者
か
ら
選
ば
れ
た
一

元
裁
判

官
は、

全
員
が
既
に
一

人
前
の

法
律
家
で
す
か
ら、

研
鐙
の
必

要
は
と
も
か
く
と
し
て、

養
成

の
余
地
が
な
い
の
で、

同
一

待

遇
・

同
一

報
酬
制
に
な
じ
み
や

す
い
点
で
す。

そ
の
結
果、

昇

給
・

昇
格
に
よ
る
人
事
統
制
と

か、

こ
れ
を
手
段
と
す
る
官
僚

制
的
支
配
シ
ス
テ
ム
は、

自
ず

と
消
滅
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り

ま
す。ま

た、

法
曹
一

元
は、

一

定

の
期
間
（
例
え
ば
一

0
年）

経

過
後、

適
格
性
を
再
審
査
す
る

制
度
と
も
結
び
つ
き
や
す
い
の

で
す。

さ
ら
に、

法
曹
一

元
は、

当

事
者
で
あ
る
国
民
を
代
理
代
弁

す
る
弁
護
士
を
主
た
る
給
源
と

し
て
裁
判
官
を
選
ぶ
の
で、

間

接
的
な
が
ら
国
民
と
裁
判
官
の

同
質
性
が
実
現
さ
れ、

裁
判
官

に
民
主
的
基
盤
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す。

政
治
に
お
け

る
治
者
と
被
治
者
の
同
質
性
と

同
じ
よ
う
に、

司
法
に
お
い
て

も、

裁
く
者
（
判
断
者）

と
裁

か
れ
る
者
（
被
判
断
者）

の
同

質
性
は、

民
主
性
確
保
の
た
め

の
要
素
で
す
（
こ
の
意
味
で
は

陪
審
制
が
よ
り
民
主
的）
。

田

人
口
論
に
つ
い
て

給
源
の
母
集
団
は、

あ
る
程

度
大
き
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

弁
護
士
人
口
は、

絶
対
的

に
不
足
し
て
い
る
の
で、

現
状

よ
り
増
や
す
必
要
の
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん。

た
だ、

判
事
補
制
度
が
な
く
な
る
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
れ
ば、
一

元
制

実
施
時
期
に
も
よ
り
ま
す
が、

司
法
試
験
合
格
者
一

0
0
0
人

4、
法
曹
一

元
を
め
ぐ
る

論
争
点
へ
の
示
唆

体
制
で
不
足
な
の
か
ど
う
か
は

一

概
に
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ

ま
す。

い
ず
れ
に
し
て
も、

実

験
的
に
増
員
に
踏
み
切
り、

効

果
・

影
響
の
検
証
が
必
要
で
す。

②

給
源
に
つ
い
て

弁
護
士
は
民
主
法
曹
だ
が
検

察
官
は
権
力
法
曹
だ
か
ら、

一

元
裁
判
官
の
給
源
は、

弁
護
士

に
限
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が

あ
り
ま
す。

し
か
し、

弁
護
士
の
中
に
も

裁
判
官
不
適
格
者
が
い
る
よ
う

に
、

検
察
官
の
中
に
も
裁
判
官

適
格
者
が
い
る
筈
で
す。

弁
護

士
を
特
別
視
す
る
考
え
方
は、

独
善
的
で
国
民
の
支
持
を
受
け

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に、

裁
判

官
適
格
性
の
判
断‘
ソ
ス
テ
ム
を

完
備
す
れ
ば、

給
源
は、

む
し

ろ
限
定
し
な
い
方
が
合
理
的
で

す。

検
察
官
は
も
ち
ろ
ん
、

学

者
で
も
行
政
官
で
も、

お
よ
そ

専
門
的
資
格
試
験
に
合
格
し
て

い
れ
ば、

選
考
の
対
象
に
な
り

う
る
と
考
え
る
べ
き
で
す。

論

者
の
危
惧
す
る
権
力
的
・

反
人

権
的
な
タ
イ
プ
の
検
察
官
は、

選
抜
過
程
で
脱
落
す
る
筈
で
す。

給
源
は、

限
定
し
な
い
で、

選

抜
の
仕
方
を
き
っ

ち
り
行
う
方

が
合
理
的
か
つ
フ
ェ
ア
ー
で
す。

も
っ

と
も
法
曹
一

元
が
裁
判

所
に
民
主
的
基
盤
を
提
供
す
る

点
を
重
視
す
れ
ば、

給
源
を
弁

護
士
経
験
者
に
限
る
考
え
方
に

傾
く
で
し
ょ

う。

③

自
民
党
•

財
界
の
法
曹
一

元
と
の
異
同

法
曹
一

元
の
本
質
を
適
格
性

の
あ
る
裁
判
官
の
合
理
的
選
任

方
法
に
求
め
る
な
ら
ば、

法
曹

一

元
そ
れ
自
体
は、

ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
制
度
と
い
え
ま
す。

選

考
基
準
と
手
続
き
さ
え
明
確
に

し
て
お
け
ば、

政
治
的
動
機
の

入
り
込
む
余
地
が
少
な
い
か
ら

で
す。自

民
党
•

財
界
も、

法
曹
一

元
導
入
の
必
要
性
と
し
て、

裁

判
官
の
社
会
的
経
験
の
不
足
と

裁
判
所
の
官
僚
シ
ス
テ
ム
の
排

除
を
挙
げ
て
い
ま
す。

大
枠
に

お
い
て、

日
弁
連
の
問
題
意
識

と
一

致
し
て
い
る
の
で
す。

今

ゃ、

財
界
さ
え
も、

裁
判
所
の

古
い
体
質
に
愛
想
を
尽
か
し
て

本
年
七
月
に
発
足
し
た
司
法

制
度
改
革
審
議
会
は、

三
五
年

ぶ
り
に
わ
が
国
の
司
法
制
度
を

抜
本
的
に
改
革
す
る
た
め
に、

国
会
決
議
に
基
づ
い
て
政
府
に

設
置
さ
れ
た
機
関
で
す。

こ
の

審
議
会
で
は、

事
実
上、

法
曹

一

元
が
最
大
の
論
点
に
な
り
そ

う
で
す。

国
民
世
論
は、

官
僚
的
司
法

か
ら
市
民
的
司
法
へ
の
変
革
を

も
た
ら
す
法
曹
一

元
の
導
入
に

き
わ
め
て
好
意
的
で
す
が、

裁

判
所
の
態
度
が
消
極
的
と
伝
え

ら
れ
る
点
が
気
掛
か
り
で
す。

司
法
の
要
で
あ
る
裁
判
所
の
改

革
が
全
国
民
的
要
請
に
な
っ

て

い
る
今
日、

私
逹
は、

小
異
を

捨
て
て
大
同
に
就
き、

こ
の
千

載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す。 5、

結
論

い
る
の
で
す。

以
上
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●
急
増
す
る
野
宿
者

長
引
く
不
況
の
中
で、

野
宿

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
が
増
え

て
い
ま
す。
一
九
九
八
年
（
平

成一
0
年）

夏
に
は、

全
国
で

一
六、

0
0
0
人
と
推
定
さ
れ

て
い
た
野
宿
者
の
数
は、
一
九

九
九
年
（
平
成―
一
年）
に
入っ

て
二
0、

0
0
0
人
を
超
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

ま
た、

路
上
で
栄
養
失
調
や

飢
餓
の
た
め
亡
く
な
る
人
や
凍

死
す
る
人
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん。

京
都
で
も、
か
つ
て
は
野
宿

す
る
人
の
多
く
は、

京
都
駅
近

辺
に
集
中
し
て
い
た
の
で
す
が、

最
近
で
は
鴨
川
の
周
辺
や
四
条

の
地
下
街
に
野
宿
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す。

●
機
能
し
て
い
な
い
生
活
保
護

本
来
で
あ
れ
ば、
こ
の
よ
う

な
場
合、

生
活
保
護
制
度
が
有

効
に
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん。
と
こ
ろ
が、

生
活

保
護
制
度
は、

野
宿
者
に
対
し

て
は、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
す。

し
か
も、

野
宿
者
に
つ
い
て
の

対
処
の
仕
方
は、

不
思
議
な
こ

と
に
各
地
で
違
い
が
あ
り、

「
東
高
西
低」

と
言
わ
れ
る
よ

う
に、

東
日
本
に
比
べ
西
日
本

の
運
用
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
す。

し
か
し、

お
お
ま
か
に
言
え

ば、
福
祉
事
務
所
に

相談
に
い
っ

た
場
合、

医
師
の
診
断
の
結
果、

「
入
院
が
必
要」

と
な
る
と、

は
と
ん
ど
の
場
合、

生
活
保
護

の
医
療
扶
助
で
「
入
院」
と
な

り
ま
す。
一
方、
「
就
労
困
難

通
院
が
必
要」
と
さ
れ
た
場
合

に
は、

簡
易
宿
泊
所
（
い
わ
ゆ

る
「
ド
ヤ」）

や
更
生
施
設
等

尾

藤

廣

「
野
宿
者
」

喜

問
題
の示

す
も
の

が
あ
る
場
合
に
は、、
そ
こ
を
居

所
と
し
て
生
活
保
護
が
開
始
さ

＼
 

れ、

通
院
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が、
こ
れ
ら
が

な
け
れ
ば、

保
護
は
認
め
ら
れ

な
い
の
が
通
常
で
す。

ま
た、
「
就
労
可
能」

と
い

う
診
断
が
な
さ
れ
れ
ば、
そ
れ

だ
け
で、

働
く
場
が
あ
ろ
う
が

な
か
ろ
う
保
護
は
行
わ
れ
ず
放

置
さ
れ
る
か、
せ
い
ぜ
い
「
法

外
援
護」
と
称
し
て
パ
ン
等
を

配
る
と
い
う
の
が
実
態
で
す。

●
生
存
権
の
保
障
は

わ
が
国
の
憲
法
で
は、

第
二

五
条
に
お
い
て、
「
生
存
権」

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す。
ま
た、

一
九
八
六
年
（
昭
和
六一
年）

の
第
三
六
固
国
連
総
会
は、
一

九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年）
を

国
際
居
住
年
と
指
定
し、
「
世

界
各
国、

と
く
に
開
発
途
上
国

に
お
い
て、
一
九
八
七
年
ま
で

に
一
部
の
貧
困
層
お
よ
び
恵
ま

れ
な
い
人
々
の
住
居
お
よ
び
居

住
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と」

を
目
標
と
し
て
定
め
て
い
ま
す。

さ
ら
に、

憲
法
を
う
け
た
生
活

保
護
法
第
二
条
は、
「
す
べ
て

国
民
は、
…
…
こ
の
法
律
に
よ

る
保
護
を、

無
差
別
平
等
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る」
と
定
め

て
い
ま
す。

し
た
が
っ
て、

生
活
保
護
制

度
は、
生
活
に
困
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
や
住
所
の
有
る
無
し
に

関
係
な
く、

収
入
が
一
定
の
基

準
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
「
無

差
別
平
等」
に
保
護
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

先
に
述
べ
ま
し
た
生
活
保
護

法
の
運
用
は、

住
居
す
ら
持
て

な
い
野
宿
者
に
対
し
て、

憲
法

も
生
活
保
護
法
も
無
視
し
た
違

法
な
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
す。

●
違
法
な
運
用
の
背
景

こ
の
よ
う
な
違
法
な
取
り
扱

い
が
罷
り
通
っ
て
い
る
背
景
と

し
て
は、

第一
に、

生
活
保
護

制
度
の
「
適
正
化」
と
よ
ば
れ

る
厳
し
い
運
用
と、

第
二
に、

野
宿
者
に
対
し
て、
好
き
で
やっ

て
い
る
の
だ
と
か、

働
く
意
欲

が
な
い
な
ど
の
根
拠
の
な
い
偏

見
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す。し
か
し、

仕
事
も
生
活
す
る

術
も
な
い
野
宿
者
に
つ
い
て、

「
適
正
化」

を
理
由
に
保
護
を

拒
否
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
す。

ま
た、

野
宿
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調

査
に
よ
れ
ば、
八
五
％
の
人
が

仕
事
が
あ
れ
ば
仕
事
を
し
た
い

と
答
え、

野
宿
の
理
由
の
六
七

％
が
失
業、
二
三
％
が
家
賃
を

払
え
な
く
な
っ
た、
一
―
％
が

高
齢
と
い
う
の
が
実
態
で
す。

●
総
合
対
策
の
必
要
性

政
府
も
や
っ
と
今
年
の
五
月

二
六
日、

野
宿
者
に
対
す
る
当

面
の
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た。

し
か
し、
そ
の
内
容
は、

全
国

数
力
所
の
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
六
か

月
の
入
所
で
自
立
に
結
び
つ
け

る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
も

の
で、

あ
ま
り
に
も
お
粗
末
な

も
の
で
す。

い
ま
な
す
べ
き
こ
と
は、

ま

ず、

生
活
保
護
制
度
の
十
分
な

活
用、

住
宅
確
保
と
就
労
に
つ

い
て
の
特
別
な
対
策
を
国
と
自

治
体
の
責
任
で
行
う、
な
ど
の

総
合
対
策
を
早
期
に
実
施
す
る

こ
と
で
す。
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Q

陪
審
の
常
識

京
都
弁
護
士
会
所
蔵
の
本
に

『
陪
審
の

常
識
』

と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す。

古
び
た
扉
を
開

け
る
と、
「
昭
和
弐
年
壱
二
月
・

司
法
省
民
事
局
寄
贈」

と
あ
り

ま
す。昭

和
三
年
の

陪
審
法
施
行
に

向
け
て、

国
民
に
平
易
に
陪
審

制
度
の
解
説
を
す
べ

く
大
審
院

部
長
が
書
い
た
も
の
で
す。

こ
の
本
に
は、

陪
審
制
度
を

採
用
し
た
理
由
が
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
民
意

を
主
と
す
る
立
憲
制
度
を
完
全

に
行
う
た
め
に
は
立
法、

行
政

の
み
な
ら
ず
司
法
に
お
い
て
も

国
民
に
参
与
権
を
認
め
る
必
要

が
あ
る
。

陪
審
制
度
を
作
用
す

れ
ば、

国
民
は
自
然
に
法
律
に

親
し
み、

裁
判
所
の
使
命
が
如

何
に
国
民
の
生
活
に
重
大
な
関

係
が
あ
る
か
も
よ
く
得
心
が
い

く。

法
律
の
通
俗
化、

裁
判
所

の
民
衆
化
に
な
る
。
」

Q

陪
審
施
行

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
動
き

の
中、

大
正
―

二
年
に
成
立
し

た
陪
審
法
は
準
備
期
間
を
経
て

昭
和
三
年
一

0
月一

日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

施
行
日
に
発
行
さ
れ
た
東
京

朝
日
新
間
に
は
「
官
僚
の
裁
判

か
ら
国
民
参
与
の
裁
判
へ
」

と

い
う
見
出
し
と
と
も
に、

原
司

法
大
臣
の
「
国
民
を
し
て
裁
判

所
を
人
権
擁
護、

正
義
実
現
の

機
関
で
あ
る
と
信
じ
さ
せ
る
に

は、

官
僚
の
み
に
よ
る
裁
判
を

変
更
し、

国
民
を
し
て
罪
の
有

無
は
自
分
等
と
同
様
の
国
民
に

山

崎

浩

審

よ
り
決
せ
ら
れ
る
か
ら
少
し
も

不
安
は
な
い
と
の
安
心
を
も
た

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り、

そ

れ
が
陪
審
使
用
の
理
由
で
あ
る」

と
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す。
政
府
が
陪
審
実
施
の
た
め
に

か
け
た
準
備
は
た
い
し
た
も
の

で、

裁
判
官
や
検
事、

弁
護
士

が
行
っ

た
講
浪
会
は
三
三
三
九

回、

聴
衆
者
は
―

二
四
万
人
に

お
よ
び、

出
版
物、

映
画、

ラ

ジ
オ
等
を
通
じ
て
陪
審
制
度
の

知
識
の
普
及
が
行
わ
れ
ま
し
た。

ま
た
合
計
三
六
名
の
裁
判
官
が

ア
メ
リ
カ
に
陪
審
制
度
の
視
察

に
赴
き
ま
し
た
。

Q

陪
審
の
不
振

司
法
省
は
当
初
一

年
間
に
行

わ
れ
る
陪
審
裁
判
数
は
ニ――1
0

0
件
位
あ
る
と
予
想
し
て
い
ま

し
た
が、

初
年
度
は
わ
ず
か―
―

五
三
件
で、

そ
の
後
も
事
件
数

は
増
え
ず、

陪
審
法
が
停
止
さ

れ
る
ま
で
の
一

五
年
間
に
行
わ

れ
た
陪
審
裁
判
数
は
わ
ず
か
四

八
四
件
で
し
た
。

そ
し
て
太
平
洋
戦
争
激
化
に

し
か
し、

実
施
さ
れ
た
陪
審

裁
判
の
内
容
を
み
る
と
注
目
す

べ
き
点
が
あ
り
ま
す。

ま
ず、

一

七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

無
罪
率
の
高
さ
で
す。

．
ま
た、

裁
判
官
が
陪
審
と
違

う
判
断
を
し
よ
う
と
思
え
ば
陪

Q
注
目
す
べ
き
実
績

よ
り
昭
和
一

八
年
に
陪
審
法
停

止
法
が
制
定
さ
れ、

戦
争
終
了

後
ま
で
陪
審
裁
判
が
停
止
さ
れ

た
の
で
す。

陪
審
不
振
の
原
因
と
し
て、

陪
審
裁
判
を
担
当
し
た
こ
と
の

あ
る
島
保
・

元
最
高
裁
判
事
は

次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す。

「
陪
審
の
答
申
が
裁
判
官
の

気

に
合
わ
な
い
と
陪
審
が
更
新
さ

れ、

裁
判
官
の
思
う
と
お
り
の

裁
判
に
な
る
。

し
か
も
陪
審
で

は
控
訴
が
で
き
ず、

そ
れ
が
確

定
し
て
し
ま
う。

一

般
の
裁
判

で
は
控
訴
を
す
れ
ば
刑
が
軽
く

な
る
傾
向
が
あ
る
の
に
一

審
限

り
で
は
そ
れ
が
な
く
な
る
。

そ

れ
で
陪
審
裁
判
が
被
告
人
や
弁

護
人
に
好
か
れ
な
く
な
っ

た
も

の
と
思
う」

審
員
を
入
れ
換
え
て
審
理
を
や

り
直
す
更
新
と
い
う
制
度
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
し
た
が、

更
新

さ
れ
た
の
は
二
四
件
で、

五
パ
ー

セ
ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は、

裁
判
官
も
か
な
り

陪
審
員
の
判
断
を
信
頼
し
て
い

た
こ
と
の
表
わ
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
審
理
に
要
し
た
日
数
は

平
均
で
一
・

七
日
で、

最
長
で

四
二
人
の
証
人
を
調
べ
た
事
件

で
七
日
間
で
す。

こ
の
こ
と
は、

陪
審
が
裁
判

の
迅
速
化
を
き
た
ら
す
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す。

実
際
に
陪
審
事
件
を
担
当
し

た
裁
判
官
や
検
事
は、

陪
審
員

は
よ
く
義
務
を
尽
く
し
た
と
高

く
評
価
し
て
い
ま
す。

前
述
の
島
・

元
判
事
は
「
陪

審
員
の
態
度
は
極
め
て
真
面
目

で、

熱
心
に
任
務
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
た
」

と
高
く
評
価
し

て
い
ま
す。

戦
争
終
了
後
五
0
年
以
上
た

ち、

真
に
民
主
国
家
に
な
ろ
う

と
す
る
以
上、

陪
審
の
復
活
が

必
要
で
す。
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一

見
便
利
そ
う
な
こ
の
シ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

情
報
管
理
の
問
題

住
民
票
手
続
き
の

便
利
さ
の
追
求

中

村

多
美
子

住
民
基
本
台
帳
法
改
正
問
題

情
報
化
社
会
の
現
れ
と
も
見

え
る
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

問
題。

こ
れ
は、

国
民
全
員
に

1

0
桁
の
番
号
（
住
民
票
コ
ー

ド）

を
つ
け
て、

住
民
票
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
り、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
管
理
し
て、

全
国
ど
こ

か
ら
で
も、

短
時
間
で、

自
分

の
住
民
票
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す。

し
か
し、

そ
こ
に
大
き

な
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
は、

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す。

テ
ム
で
す
が、

膨
大
な
量
の
住

民
票
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
す
る
と
な
る
と、

役

所
の
人
間
の
手
で
足
り
る
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。

法
案
で
も、

外
部
の
委
託
業
者
に
必
要
な
作

業
を
委
託
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す。

も
ち
ろ
ん、

秘
密
の
厳
守
と

罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

し
か
し
な
が
ら、

外
部
者
の
関

与
が
極
力
制
限
さ
れ
て
い
る
現

行
制
度
の
も
と
で
さ
え、

公
的

機
関
か
ら
の
情
報
の
流
出
が
新

聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
の

が
現
状
で
す。

ま
た、

各
自
治
体
で
集
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
は、

専
用
回
線
を

使
っ

て、

国
家
レ
ベ
ル
で
ア
ク

セ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す。

そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は、

専
用
回

線
に
よ
る
暗
号
化
さ
れ
た
情
報

の
や
り
と
り
で
あ
り、

相
手
の

認
証
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め、

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
万
全
と、

政

府
は
主
張
し
ま
す。

し
か
し
な
が
ら、

要
塞
の
よ

う
に
堅
固
な
防
壁
が
あ
っ
て
は、

通
常
の
使
用
に
も
差
し
支
え
ま

す。

効
率
的
な
高
さ
に
防
壁
を

下
げ
る
な
ら、

不
正
使
用
が
完

全
に
不
可
能
な
ど
と
い
う
こ
と

は
お
よ
そ
あ
り
得
ま
せ
ん
。

法

案
で
は、

絶
対
安
全
と
の
前
提

の
も
と、

不
正
使
用
に
よ
り
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ
が
破
ら
れ
た
場
合

の
対
策
は
全
く
念
頭
に
お
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。

法
案
で
は、

氏
名
・

住
所
・

性
別
•

生
年
月
日
の
基
本
4
情

報
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
つ
け
る

だ
け
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す。

し

か
し、

地
方
自
治
体
な
ど
に
は、

そ
れ
以
外
の
個
人
情
報
を
集
積

す
る
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す。

す
な
わ
ち、

住
民
票
コ
ー

膨
大
な
個
人
情
報
の

集
積
の
危
険

素
早
く
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入

手
で
き
る
と
い
う
こ
と
は、

そ

れ
だ
け
情
報
が
広
範
に、

そ
し

て
迅
速
に
流
通
す
る
と
い
う
こ

と
で
す。

し
か
も、

訂
正
の
申

出
は
で
き
て
も、

訂
正
す
る
か

ど
う
か
は
保
有
機
関
の
裁
量
と

さ
れ
て
い
る
以
上、

自
分
の
誤
っ

た
情
報
が、

い
っ

た
ん
保
有
さ

れ
た
場
合、

そ
れ
を
訂
正
す
る

情
報
化
社
会
の
落
と
し
穴

ド
に
ど
ん
な
情
報
が
集
積
す
る

の
か、

予
測
で
き
ま
せ
ん
。

ま

た、

住
民
票
コ
ー
ド
を
介
し
て、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
結
合
さ
れ
る

危
険
も
あ
り
ま
す。

こ
う
し
て、

国
が
保
有
す
る

税
務
・

医
療
・

教
育
・

年
金
・

福
祉
・

家
族
・

犯
罪
等
の
情
報

が、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
一

元

的
に
管
理
さ
れ
る
危
険
が
あ
る

の
で
す。

私
個
人
の
情
報
に
つ

い
て、

国
家
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
知
っ

て
い
る、

そ
の
よ
う
な

状
態
と
な
る
こ
と
も、

全
く
可

能
性
の
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
と
は
困
難
を
極
め
ま
す。

誤
っ

た
個
人
情
報
が
ど
こ
ま
で
一

人

歩
き
す
る
の
か、

予
測
は
で
き

ま
せ
ん
。

高
度
情
報
化
は、

個

人
情
報
の
保
護
と
表
裏
一

体
に

進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す。

個
人
情
報
の
保
護
が
不

十
分
な
ま
ま、

情
報
化
が
推
進

さ
れ、

そ
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
と、

思
わ
ぬ
人
権
侵
害
を
も

た
ら
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
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